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野
辺
地
町
教
育
員
会
で
は
、
野
辺
地
町

有
戸
鳥
井
平
４
遺
跡
で
出
土
し
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
偶
（
通

称
・
板
状
立
脚
土
偶
）
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
愛
称
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

　

愛
称
は
、
全
国
か
ら
２
６
６
点
の
応
募

が
あ
り
、
土
偶
愛
称
選
考
会
で
厳
正
な
審

査
を
行
っ
た
結
果
、「
縄
文　

く
ら
ら
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

命
名
者
は
福
島
県
在
住
の
堀　

卓
さ

ん
。

　

愛
称
に
は
『「
縄
文
時
代
」
の
「
縄
文
」

に
、
可
愛
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
「
く

ら
ら
」
を
プ
ラ
ス
。
片
仮
名
の
「
ク
ラ
ラ
」

は
イ
タ
リ
ア
の
聖
女
の
名
前
で
も
あ
り
、

名
作
ア
ニ
メ「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

の
「
ク
ラ
ラ
が
立
っ
た
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で
も
有
名
』
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
縄
文　

く
ら
ら
」
さ
ん
は
レ

プ
リ
カ
製
作
中
に
つ
き
、
不
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
展
示
再
開
は
４
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
展
示
再
開
後
、
ぜ
ひ

資
料
館
に
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
！

ライトアップされた旧野村家住宅離れ (行在所 )　撮影：髙沢　岩男氏

旧
野
村
家
住
宅
離
れ
（
行
在
所
）

　
　
　
　
　
　
夜
間
特
別
公
開
　
開
催

国
指
定
重
要
文
化
財
・
土
偶

に
愛
称
が
つ
き
ま
し
た
！

「縄文 くらら」さん



のへじの教育　　　（2）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

○学校教育課指導室の設置
（TEL：64‐2195）

○教育相談室の設置
（TEL：64‐9657）

　主任指導主事級の指導主事と学力向上

指導員及び専門員の３人体制により、学

校教育全般の指導体制を整え、児童・生

徒の学力向上や体力向上などの、充実し

た教育実践を展開するためのバックアッ

プをして参ります。

　適応指導員とスクールソーシャルワー

カー及び臨時職員の３人体制により、

様々な教育相談を受け、不登校傾向にあ

る児童・生徒の「子ども達の心の居場所

づくり」を図り、自立に向けた支援を行

います。

　昨年10月に教育長に就任いたしました河島靖岳と申し
ます。
　教育長に就任して６ヶ月が経過する中で、野辺地町の
教育について様々な課題が見えてきております。
　かつて野辺地町は、国立弘前大学教育学部野辺地分校
や同付属中学校を有した県内でも有数の教育の町でしたが、昨今の少子化に沿っ
て、野辺地高校の募集定員が１学級減の決定となるなど厳しい状況にあるのが現実
です。
　このことは、一県立高校の縮小にとどまらず、「教育の町 のへじ」の存亡に関わ
る危機的な状況と認識しております。
　「教育は未来への先行投資」言い古された言葉ですが、子供は未来からの使者と
言われます。20年先30年先を見据え、「教育の町 のへじ」の再生に、できる限り
の方策を打ち出すため、教育構想検討委員会を立ち上げるなど、様々な事業を展開
し、将来、野辺地町を背負う子ども達の夢を育むための教育環境を整えたいと思い
ます。また、社会教育やスポーツが持つ特性を活かしながら、時代を担う人財を育
成し、家庭教育力の向上を支援するとともに、学校・家庭・地域が協働した環境づ
くりを進めたいと考えております。
　野辺地町は文化や歴史の活動においてもとても活発な町であると感じておりま
す。先人にしっかり学び、この町民のパワーを最大限に活かして、積極的な教育行
政を展開して参りたいと考えておりますので、皆様の教育行政に対しての御理解と
御協力をお願い申し上げます。

命の保障、学力の保障、基本的生活習慣、特別支援教育の充実のために

河島靖岳教育長からのメッセージ



　　　のへじの教育（3） 毎月20日は 『ふれあい教育の日』

野辺地町教育委員会の主要事業平成
30年度

◆学校教育
授業の充実
　　○学力向上指導員の配置（４月～）� � ○外国語補助員の配置�（４月～）
　　○予備校講習費用を助成（国公立・県立大学へ入学希望の町内高等学校生徒対象）（４月～）
特別活動の充実
　　○大会派遣費（小・中学校）の補助（４月～）
　　○小・中学校作品展及び音楽交歓会の開催（10月）
　　○ふれあい教育フェスティバル（11月）
体育・健康教育の充実
　　○バイキング給食の日実施�� � ○学童スキー大会の開催（２月）
生徒指導の充実
　　○野辺地町いじめ防止基本方針に基づいた学校へのより一層の周知
　　○スクールカウンセラーの配置（４月～）
特別支援教育の充実
　　○スクールサポーターの配置（４月～）� ○通級指導教室への支援員の配置（４月～）
国際化、情報化に対応する教育の推進
　　○外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用や充実（４月～）
　　○イングリッシュ・ディの開催� � ○ＩＣＴを活用した情報教育の推進
教育環境の充実
　　○学校教育課指導室の設置　（新規）
　　○教育相談室の設置　（新規）

◆社会教育・スポーツ
一人一人の主体的な学習と社会参加の推進
　　○みんなの教室（４月～ 11月）　� � ○のへじ元気講座（５月～ 12月）
　　○野辺地町文化祭（10月27・28日、11月２～４日）
次世代を担う青少年の育成
　　○文化少年団活動（６月～ 12月）� � ○ハッチョウトンボ観察会（７月）
　　○ふるさと探偵団（８月）� � � ○ふれあい通学合宿（９月）　
　　○ふれあい教育フェスティバル（10月）� ○子ども司書クラブ（４月～３月）
　　○社会教育団体（在学青年ボランティア会・子ども会）の育成
地域を支える人材育成
　　○生涯学習大学講座（７月～ 12月）
学校・家庭・地域の連携による社会全体の教育力向上
　　○家庭教育推進事業� � � ○いのちのお話出前講座（11月）
　　○親子ふれあい読書の奨励（ブックスタート事業、ヨチヨチおはなし会）
　　○学校等と連携協力した読書活動の推進（朝の読書読み聞かせ等）
青少年・競技・生涯スポーツの振興及び推進
　　○スポーツ少年団の育成� � � ○大会派遣費（小・中スポーツ団体）の補助（４月～）
　　○青森県民駅伝競走大会参加� � ○スポーツ推進委員の活用
　　○競技スポーツ強化支援事業
　　○スポーツ施設の整備・運営
　　○各種スポーツ大会・教室（野球・水泳・スキー）の開催　
　　○スポーツカレンダーの発行（５月）
文化財の保存・活用
　　○のへじ古文書講座（５月～３月）� � ○旧野村家住宅離れ（行在所）の一般公開（４月～ 11月）



のへじの教育　　　（4）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

学
校
や
各
種
団
体
の
年
間
の
行
事
予
定
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　http://w

w
w
.tow
n.noheji.aom

ori.jp

野　辺　地　町　の　高　校　生　た　ち　の　活　動

　

教
育
委
員
会
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師

と
し
て
、
町
内
に
在
住
す
る
方
を
対

象
に
英
会
話
教
室
（
Ｅ
教
室
）
を
６

月
か
ら
毎
週
月
曜
に
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
よ
り
英
会
話
に
重
点
を

置
き
、
文
化
の
違
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
受
講

者
が
自
由
に
英
会
話
を
楽
し
み
、
受

講
者
同
士
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

来
年
度
以
降
も
町
民
の
方
が
英
会

話
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
た
め
の
教

楽
し
く
英
語
で
会
話

　
新
た
な
ま
ち
の

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

12
月
16
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
野
辺
地
町
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ

イ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
小
中
学
生
13
名
と

近
隣
市
町
村
か
ら
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
4
名
が
集
ま
り
、
英
語

で
文
化
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
生
徒
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
一
緒
に
英
語
で
書
か
れ
た
レ
シ
ピ

を
解
読
し
な
が
ら
の
ク
ッ
キ
ー
作
り

や
、
書
道
体
験
を
し
て
英
語
へ
の
興

味
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

県
立
野
辺
地
高
等
学
校
と
八
戸
学

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ

　
高
校
生
が
伝
え
る

　
　
　
英
語
の
楽
し
さ

　

野
辺
地
高
校
陸
上
部
は
、
昨
年
春

か
ら
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調
し
、

新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

高
校
総
体
や
新
人
戦
で
は
４
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
決
勝
進
出
、
東
北

大
会
で
は
、
３
名
の
選
手
が
出
場
し
、

２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
４
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
高
校
駅
伝
で
は
、
３

年
連
続
東
北
大
会
出
場
と
、
部
員
全

員
で
切
磋
琢
磨
し
、
一
年
間
頑
張
り

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

陸
上
部
は
、
歴
代
の
顧
問
の
先
生

野
辺
地
高
等
学
校

　

�

～
陸
上
部
～

第
52
回

　
野
辺
地
町

　
　
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

２
月
16
日
、
第
52
回
目
と
な
る
学

童
ス
キ
ー
大
会
が
、
馬
門
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
打

切
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
万
全
の
状

態
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
内
３
校
の
小
学
生
２
８
７
名
の

選
手
た
ち
は
、
寒
空
の
な
か
力
い
っ

ぱ
い
雪
上
を
走
り
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　

直
前
の
大
雪
と
寒
波
に
よ
り
、
木

か
ら
の
落
雪
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、

コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し
て
開
催
し
、

両
競
技
と
も
け
が
人
な
く
無
事
に
大

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
い
た
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
の
御
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
辺
地
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は

「
原
点
回
帰
」
の
言
葉
の
も
と
、
常

に
初
心
を
忘
れ
ず
に
何
事
も
謙
虚
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
部
訓
と
し
、

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
だ
け
で
な
く
人
間

性
を
磨
く
こ
と
に
力
を
入
れ
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
高
校
総
体
、
新
人
戦
、

選
手
権
と
す
べ
て
決
勝
で
青
森
山
田

に
敗
れ
力
不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
更
な
る
人
間
性
を
磨
く
こ

と
に
力
を
入
れ
、
劣
勢
に
な
っ
た
と

八
戸
学
院

野
辺
地
西
高
等
学
校

�

～
サ
ッ
カ
ー
部
～

院
野
辺
地
西
高
等
学
校
の
10
名
の
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を

行
い
、
参
加
者
と
と
も
に
4
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
英
語
漬
け
の
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

室
の
開
講
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
仕
事
終
わ
り

な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、「
英

語
に
触
れ
た
い
け
ど
な
か
な
か
時
間

が
な
い
…
」
と
い
う
方
も
是
非
御
参

加
く
だ
さ
い
。

方
や
卒
業
生
、
地
域
の
支
え
の
積
み

重
ね
で
、
今
が
あ
り
ま
す
。

　

感
謝
や
恩
返
し
の
心
を
し
っ
か
り

と
持
ち
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
大
会

も
視
野
に
入
れ
て
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

き
こ
そ
、
培
っ
て
き
た
困
難
や
辛
抱

か
ら
学
ん
だ
忍
耐
力
を
自
信
に
変
え
、

試
合
の
中
で
自
分
た
ち
の
持
ち
味
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
力
を
身
に
付
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

野
辺
地
町
の
皆
様
の
協
力
と
応
援

に
よ
り
青
森
山
田
高
校
に
勝
つ
の
は

野
辺
地
西
高
校
で
あ
る
と
い
う
自
負

の
も
と
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

イングリッシュデイ参加者と４名のＡＬＴ

リレーで競い合う３校の選手

野辺地高校陸上部のメンバー

Ｅ教室受講者とＡＬＴ

掲げられた「原点回帰」の
言葉
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学
校
や
各
種
団
体
の
年
間
の
行
事
予
定
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　http://w

w
w
.tow
n.noheji.aom

ori.jp

　

自
立
心
の
養
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が

公
民
館
を
宿
泊
場
所
と
し
て
、
学
校

に
通
学
し
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
こ

と
な
ど
の
居
・
食
・
住
を
協
力
し
あ

い
な
が
ら
生
活
す
る
「
ふ
れ
あ
い
通

学
合
宿
」
も
今
年
で
14
回
目
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学

生
ま
で
合
わ
せ
て
17
名
が
参
加
し
、

９
月
７
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

　

10
月
９
日
に
町
立
体
育
館
に
お
い

て
「
新
体
操
の
華
麗
な
世
界
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
ふ

れ
あ
い
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
競

技
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
団
体
を
招
き
、
家
族
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
山
田
高
等
学
校
体
操
部
は
、

こ
れ
ま
で
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

13
回
・
選
抜
大
会
12
回
の
団
体
優
勝

を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
当
日
は
、
男

　

青
森
県
の
希
少
な
野
生
生
物
と

し
て
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
に
指
定
さ
れ
、

世
界
で
も
最
小
の
部
類
に
属
す
る

「
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
」
の
観
察
会

を
、７
月
７
日
、ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー

場
の
生
息
地
で
行
い
ま
し
た
。

　

観
察
会
は
今
年
で
８
回
目
で
、
自

然
を
大
切
に
思
う
心
や
郷
土
愛
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
、
町
内
小
学
校
の

３
年
生
全
員
と
町
民
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

観
察
会
で
は
、
保
護
区
の
中
で
ト

ン
ボ
を
探
し
な
が
ら
講
師
の
高
沢　

岩
男
氏
に
よ
る
説
明
の
ほ
か
、
屋
内

で
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
態
を
通

小
学
校
３
年
生

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
観
察

第
８
回
野
辺
地
町
ふ
れ
あ
い

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
14
回
ふ
れ
あ
い

　
　
通
学
合
宿
開
催

　

２
月
10
日
、
野
辺
地
高
校
と
野
辺

地
西
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
構

成
す
る
「
野
辺
地
町
在
学
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
」
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
、
除
雪
作
業
と
手
作
り
お

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
「
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
宅
訪
問
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
18
名
の
生
徒
か
ら
は

「
達
成
感
が
あ
っ
た
」、「
地
域
の
人

と
ふ
れ
あ
え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
こ
え
、
活
動
を
通
し
て
思

い
や
り
の
心
や
助
け
合
い
の
精
神
を

学
び
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
記
念
し

て
、「
の
へ
じ
ス
ポ
ー
ツ
史
」
を
発

刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
記
念
誌
は
、
町
制
施
行
１
０
０

周
年
以
降
20
年
間
の
町
の
ス
ポ
ー
ツ

の
歴
史
や
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動

の
変
遷
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
０
０
周
年
記
念
ス
ポ
ー

ツ
史
と
併
せ
て
御
覧
い
た
だ
く
と
、

よ
り
当
町
の
ス
ポ
―
ツ
の
歴
史
が
分

か
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
教
育
委
員
会
に
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
く

だ
さ
い
。

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
の
へ
じ

ス
ポ
ー
ツ
史
を
発
刊
し
ま
し
た
！

　

町
で
は
、
町
内
小
・
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
大

会
出
場
に
係
る
費
用
を
補
助
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
小
・
中
・
高
等
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

東
北
規
模
以
上
の
大
会
出
場
に
向
け

て
、
遠
征
費
等
の
選
手
強
化
費
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
上
位
入
賞
を
支
援

し
、
選
手
育
成
と
競
技
力
向
上
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
、
東
北
・
全
国
大
会

に
出
場
し
た
補
助
金
交
付
団
体
を
紹

介
し
ま
す
。
今
後
の
選
手
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
全
国
大
会
】

野
辺
地
中
学
校
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

柔
道
部
、
ス
キ
ー
部
、
全
日
本
軟
式

野
球
連
盟
県
支
部
選
抜
女
子
）、
野

辺
地
高
校
（
ス
キ
ー
部
）、
卓
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
小
学
生
）、
空
手

道
連
盟
（
小
学
生
、
中
学
生
）
ジ
ュ

ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
小
学

生
）、
馬
門
ク
ロ
カ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
小
学
生
）、若
葉
小
学
校
（
ス

キ
ー
）

【
東
北
大
会
】

野
辺
地
中
学
校
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

柔
道
部
、
ス
キ
ー
部
）、
野
辺
地
高

校
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
競
技

部
、
ス
キ
ー
部
）、
県
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
協
会
選
抜
女
子
（
中
学
生
）

小
中
学
校
大
会
派
遣
事
業

競
技
ス
ポ
ー
ツ
強
化
支
援
事
業

女
生
徒
48
人
が
10
演
技
を
披
露
し
、

６
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
青
森

県
支
部
指
導
者
25
名
が
、
３
つ
の
用

具
を
使
っ
た
２
演
技
を
、
更
に
当
町

の
あ
す
な
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
18
人
が
２

演
技
を
披
露
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
素
晴
ら
し
さ
を
披
露
し
ま
し
た
。

は
、
ふ
れ
あ
い
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
出
演
す
る
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

の
指
導
者
に
よ
る
体
験
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
た
環
境
保
護
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

３Ｂ体操で体を動かす合宿参加児童
華麗な演技を披露する山田
高校体操部

目を凝らしてトンボを探す児童



のへじの教育　　　（6）毎月20日は 『ふれあい教育の日』

文化・スポーツ活動に文化・スポーツ活動に

子どもたち集まれ！子どもたち集まれ！

子ども会　入会募集

スポーツ少年団　団員募集 （スポーツは友達！みんなで少年団の仲間になろう）

少　　年　　団　　名
ハンドボールスポーツ少年団 野球スポーツ少年団
柔道スポーツ少年団 陸上競技スポーツ少年団
ジュニアバドミントンスポーツ少年団 卓球スポーツ少年団
バスケットボールスポーツ少年団 体操スポーツ少年団
剣道スポーツ少年団 サッカークラブスポーツ少年団

文化少年団　団員募集

■対　　象　小学生・中学生
　　　　　　（版画は小学校２年生から）
■活動期間　６月～ 12月
■活動場所　中央公民館
■申し込み　５月25日（金）までに中央公民館
　　　　　　（64－3054）
　　　　　　結団式は、６月２日（土）
　　　　　　午前９時30分から、中央公民館で行います。
※活動日・時間は変更になる場合もあります。

少年団名 活動日・時間 活動費

子ども将棋少年団 第２・４日曜日　� 9：00～ 1,000円

料理少年団 第４土曜日　� 9：30～ 2,000円

茶道少年団 第２土曜日� 　9：00～ 2,000円

版画少年団 第２・４土曜日� 　13：00～ 2,000円

郷土カルタと
百人一首を楽しむ会 第２・４土曜日� 　13：00～ 1,000円

■主な活動
　①のへじ祇園まつり参加　②ラジオ体操
　③各種お楽しみ会　　　　④サマー体験
■そ の 他
　1）子ども会への入会は強制ではありません。
　2）後日、学校を通して申込書が配布されます。
　3）�住んでいる地区に子ども会がなく、入会を希望される方

は、町教育委員会（℡64－2119）へ御相談ください。

子ども会名 育成会代表者
下町一区子ども会 村木　亜弓　　090-9745-4631
Ｄ５１（駅前）子ども会 木村　正代　　64-0575
城内子ども会 滝澤　麻佳　　090-5590-4544
浜町子ども会 星川　大輔　　64-4359
金沢町子ども会 目時　慶太　　090-6789-6625
下袋町子ども会 及川　重則　　090-4060-5891
馬門子ども会 亀田　尚武　　64-4482

・野辺地町では10のスポーツ少年団が活動しています。興味のある方は、町教育委員会（℡64－2119）へ御連絡ください。

学校給食費納入のお願い 中央公民館からのお願い 歴史民俗資料館からのお知らせ

　学校給食費は、保護者の皆様の給食費で
賄っております。
　学校給食費は、５月末から２月末まで口
座引落しを実施しています。
　残高不足で引落しできない保護者多いの
で、毎月通帳の確認をお願いします。
　引落しできない場合は、納付書を送付し
ますので期限までに必ず納入するようお願
いします。

給食センター（℡64－2886）

入館の際に、玄関前で靴の汚れを
落としてください。　　　　　　

　公民館は、各種行事や会議・研修会など、
町内外の多くの方に使用していただいてお
り、床滑り防止及び利便性の観点から、館
内の一部にジュウタンを敷いております。
　そこで、皆さんにきれいな状態で利用し
ていただきたいため、玄関前で靴の汚れを
落としてくださるよう、御協力をお願いい
たします。
� 中央公民館（℡64-3054）

　歴史民俗資料館では、来館者の利便性向
上のため、一部を除き館内を土足化するこ
ととしました。
　皆様のご来館を心よりお待ちしています！
◆開始日
　平成30年４月１日（日）～
◆土足で入れる場所
　玄関・ホール・展示室・トイレ・事務室
◆土足で入れない場所
　収蔵庫・研修室・研究室
　（※館内専用スリッパに履き替え）
� 歴史民俗資料館（℡64-9494）


